
原因: 牛コロナウイルス

感染経路: ウイルスに汚染された物の摂取による経口感染や

鼻汁や唾液、咳等による飛沫感染など

症状: 呼吸器症状、水様性下痢（血液が混じる場合あり）、

食欲不振など

特徴: 冬季に多発、牛群内に急速に蔓延

◆ 予防対策

✓ワクチン接種

✓導入牛は、一定期間他の牛と接触させないよう隔離し、健康観察

✓農場に病気を持ち込まない・持ち出さない

（出入りする人・車両・物の消毒を徹底）

✓子牛を寒さから守るための管理

(カーフハッチ、ジャケット、保温用ヒーター、こまめな敷料交換)

✓早期発見・早期治療

 

牛コロナウイルス病が発生!!
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中丹管内の和牛繁殖農家で、牛コロナウイルス病による成牛・子牛の

集団呼吸器感染症が発生しました。

冬季は、子牛・成牛ともに下痢や呼吸器病が発生しやすくなります。

発生すると、発育不良、泌乳牛では乳量減少など、大きな経済的損失

を引き起こしますので注意してください。

京都府中丹家畜保健衛生所：福知山市字半田371-2

ＴＥＬ 0773-25-1860 ＦＡＸ 0773-25-1861

異常を感じたら、すぐに診療獣医師または、

中丹家畜保健衛生所まで連絡をお願いします。

◆牛コロナウイルス病とは
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